
 

 

PRA原則遵守に関する報告 
 

5月29日時点における以下のレポートの検証報告書を開示いたします。 

1.原油・コンデンセート 

2.LNG 

＜リム情報開発は、IOSCO(証券監督者国際機構)による石油価格報告機関(PRA)に関する原則を遵守し、定期的にその状況

を開示していきます＞ 

2015年8月11日 

リム情報開発株式会社 

代表取締役 盛 尚子 

 

検証報告書をご覧になりたい方は、次の事項をご承諾のうえ、下記同意ボタンを押して下さい。 

 

私は、私自身及び私が所属・代表する法人（以下それぞれ「受領者」といいます）のために、以下について了承し、同意

します。 

1. PwCあらた監査法人（以下「PwC」といいます）は、各受領者に対して、PwCの報告書に関連する一切の責任（過

失による責任を含みますが、これに限られません）を負いません。この報告書は、情報提供のみを目的として各受領者に

提供されます。受領者は、PwCの報告書に依拠する場合には、全て受領者の責任においてこれを行うものとします。 

2. 受領者は、PwCに対して、受領者による報告書へのアクセスに関連する一切の請求を行いません。 

3. 受領者は、法令上要求される場合を除き、PwCの事前の書面による同意なく、PwCの報告書又は PwCの報告書か

ら得た情報を他の第三者に開示してはなりません。 

4. PwCの報告書は、リム情報開発株式会社の利益のために作成されたものです。PwCの報告書は、受領者の利益又

はその利用のために作成されたものではありません。また、PwC の報告書は、受領者が行うべき照会に代替するものでは

ありません。証券監督者国際機構（IOSCO）により定められた石油価格報告機関（PRAs）に関する原則遵守のための態勢に

関する記述書は平成 27 年 5 月 29 日時点のものであり、したがって、PwC の保証報告書は過去の情報に基づいています。

当該情報又はそれに対する PwC の意見に基づき将来を予測することには、報告書の作成後に状況が変化し、証券監督者国

際機構（IOSCO）により定められた石油価格報告機関（PRAs）に関する原則遵守のための態勢に関する記述が現在の態勢を

正確に表さなくなるというリスクが伴います。これらの理由により、当該情報に基づく将来に関する予測は不適切なもの

になります。 

5. PwCは、各条項の利益を享受し、また、各条項を強制執行する権利を有します。 

6. 各条項及び各条項から生じる一切の紛争は、契約に基づくか否かを問わず、日本法に従って解釈され、また、

東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

 

 

https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/pramenu4/201508/input/index.php
http://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/pra/index.php



